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刊行にあたって

　全協の名で呼び習わされてきた全国出版協会が活動を開始してから 70

年の歳月が経ちました。波乱に満ちたこの 70 年間を、このたび初の年史

としてまとめることができましたので、ここにお届けいたします。

　戦後の混乱期、日本自由出版協会から全協の誕生へと展開していくいき

さつは、今の時代からは想像もつかぬ波乱の連続でした。そしてさらに雑

誌協会や書籍協会の母体となっていく過程からは、全協が日本の出版界に

あって果たした役割の大きさをうかがい知ることができます。出版界の躍

進と転機の歴史を、読書推進と調査研究を二つの柱としてひたすら追い求

めた活動のありさまを振り返るにつけても、この長い年月が関係各位の多

大のご支援の上に築かれてきたものであることに対し改めて心より感謝申

し上げます。

　本書で多くの紙数を割いたことにも表れているとおり、特筆すべきは出

版科学研究所 ( 出科研 ) の果たした役割です。経営基盤も定まらぬ混乱期に

あって、出版業界における調査研究の重要性に着目した先人の鋭い問題意

識には敬服のほかありません。単なる調査研究にとどまらず「科学的」で

あろうとしたその思いは、現在においても大いに学ぶべきものと思量いた

します。本書においては、全協とりわけ出科研のユニークな活動を振り返

る中で、紙媒体にとどまらず電子出版の内実やその出版規模の追究など独

自の調査に取り組んだ経緯にも詳しく言及しました。

　率直に申して、年史をこれまで一度も刊行することがなかったためもあ

り、資料の発掘や確認などの作業は容易なことではありませんでした。こ

のため本文執筆や資料整理には多大な労力と知恵を必要としましたが、全

協事務局の新旧スタッフの熱意と努力の結晶として、70 年史をここに完成

することができたのは喜ばしい限りです。この先、皆さまのお手元にあっ

て長くお役に立つことができれば、これに勝る喜びはありません。

　文字活字離れという流れに総力を挙げて立ち向かう出版界にあって、読

書推進や実態調査研究という全協の果たすべき役割はさらに多様化し、重

要性を増していくのではないかと推察いたします。本書が、出版界のさら

なる伸展と、次なる全協百周年への貴重な足掛かりとなることを祈念して、

発刊のご挨拶といたします。

　２０２０年 5 月

公益社団法人 全国出版協会 理事長

浅野 純次
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